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くすりのなまえ　
第１１回　 副腎皮質ホルモン剤
　副腎皮質ホルモン剤とは、いわゆる“ステロイド”のことです。今回は、飲み薬と注射について見ていきます。

副腎皮質ホルモンは、炎症、代謝、異化、免疫などの多くの生理作用に関わっています。多くの生理作用に関わっているということで、副作用も多岐にわたっています。代表的な副作用として、胃潰瘍、骨粗鬆症、糖尿病、白内障、緑内障、満月様顔貌などがありますね。また、高用量のステロイドを長期間使用した後で急に中止すると、ショックや元の病気が悪化することが知られています。
　いろいろと注意点の多い薬ですが、様々な場面で使われることが多く、避けて通ることのできない薬だと思います。それでは、当院に採用されている副腎皮質ホルモン剤についていくつか見ていきましょう。一般名からとったような真面目な名前の付け方が多いです。
　コートリル：コーチゾール → コートリル

サクシゾン（注射）：一般名 ヒドロコルチゾン・ナトリウム・サクシネート　より

　ソルコーテフ（注射）：SoluはSolution（液）、CortefはCortex（皮質）及びCorticoid Fの意味

　プレドニン：プレドニゾロンの製剤だから

　ソルメドロール（注射）：水溶性（Solubleソルブル）＋メチルプレドニゾロン　　　　　　　→ソル・メドロール

　リンデロン：ドイツ語Nebennierenrinde（副腎皮質）＋ron（接尾語）

　デカドロン：DECA「デカ」は「10」の意味をもつ接頭語で、プレドニゾロンの約10倍の効力。ヒドロコルチゾンの10年後に開発された。

　セレスタミン、デキサート　：特になし

他とはちょっと違った使われ方をするのがセレスタミンですね。セレスタミンはアレルギーの薬である抗ヒスタミン剤とともに、プレドニン換算で2.5mgのステロイドが1錠あたりに含まれています。合剤（2種類以上の成分が入っている薬）のため、ステロイドが入っていることを見落としがちです。
次回は、蛋白同化ホルモン剤です。
薬剤師　樋口 昇大　
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